
　認知症は、脳の細胞が死んでしまったり、
働きが悪くなったりしたために、さまざま
な障がいが起こり、生活する上で支障が出
ている状態をいいます。主に4種類に分け
られます。

アルツハイマー型認知症
　脳に特殊なタンパク質がたまり、神経細
胞が減って起こります。記憶障がいが著しく、
認知症患者の半数以上を占めます。

脳血管性認知症
　高血圧や糖尿病による脳梗塞や脳出血な
どが原因です。

レビー小体型認知症
　脳神経細胞にレビー小体という物質が出
現して発症します。初期はうつ病や幻覚が
目立ちます。

前頭側頭型認知症
　脳の前頭前野を中心に萎縮し、理性や感
情のコントロールが難しくなります。

 

ま
ず
は
知
る
こ
と
か
ら

 

始
め
よ
う

2
つ
の
主
な
症
状

　
認
知
症
の
症
状
は
、「
中
核
症
状
」

と
「
行
動
・
心
理
症
状
」
の
2
つ
に
大

き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。

中
核
症
状

　
脳
の
細
胞
が
壊
れ
る
こ
と
が
原
因
と

な
り
、
直
接
起
こ
る
症
状
で
す
。

症
状
の
例

◦
新
し
い
こ
と
を
覚
え
ら
れ
な
い

◦
す
ぐ
忘
れ
て
し
ま
う

◦
月
日
や
時
刻
、
場
所
、
人
が
分
か
ら

な
く
な
る

◦
2
つ
以
上
の
こ
と
が
重
な
る
と
理
解

で
き
な
く
な
る

◦
計
画
を
立
て
て
行
動
で
き
な
い

行
動
・
心
理
症
状

　
本
人
の
性
格
や
環
境
、
人
間
関
係
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡
み
合
っ
て
起

て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

認
知
症
を
防
ぐ

　
認
知
症
を
予
防
す
る
生
活
の
ポ
イ
ン

ト
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

◦
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
る

◦
楽
し
く
で
き
る
運
動
を
す
る

◦
充
分
な
睡
眠
を
と
る

◦
人
と
話
を
す
る

◦
好
き
な
分
野
の
趣
味
や
学
習
を
す
る

◦
音
読
や
簡
単
な
計
算
問
題
を
行
う

認
知
症
の
人
の
気
持
ち
と

具
体
的
な
対
応

　
「
認
知
症
に
な
る
と
、
何
も
分
か
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。

　
認
知
症
の
人
も 

「
時
間
は
か
か
る
け

ど
、
で
き
る
ま
で
待
っ
て
い
て
ほ
し

い
」 「
失
敗
し
て
も
怒
ら
な
い
で
ほ
し

い
」
な
ど
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
の
人
と
向
き
合
っ
た
と
き
、

こ
る
症
状
で
す
。

症
状
の
例

◦
元
気
が
な
く
な
り
、
引
っ
込
み
思
案

に
な
る

◦
自
信
を
失
い
、
全
て
が
面
倒
に
な
る

◦
将
来
へ
の
望
み
を
失
っ
て
、
う
つ
状

態
に
な
る

◦
財
布
や
預
金
通
帳
な
ど
の
置
き
場
所

が
分
か
ら
な
く
な
り
、
家
族
な
ど
に

盗
ま
れ
た
と
思
い
込
む

早
期
発
見
が
大
事

　
認
知
症
は
、
初
期
の
段
階
で
発
見
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
早
期
に
発
見
し
、

治
療
を
始
め
る
こ
と
で
改
善
が
期
待
で

き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
「
も
し
か
し
て
、
認
知
症
で
は
」
と

不
安
に
感
じ
た
ら
、
専
門
医
療
機
関
へ

の
受
診
が
必
要
か
ど
う
か
、
か
か
り
つ

け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
家
族
が
相

談
す
る
場
合
は
、
普
段
の
様
子
や
気
づ

い
た
こ
と
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
メ
モ
し

高
齢
化
と
と
も
に
認
知
症
の
人
は
増
え
て
い
ま
す
。
大
切
な
人
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
、

何
を
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
認
知
症
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
暮
ら
す

認
知
症

認知症の主な種類

前頭葉

側頭葉

頭頂葉

後頭葉

認知症と疾患部位

レビー小体型
認知症

前頭側頭型
認知症

脳血管性
認知症

アルツハイマー型
認知症
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周
囲
の
人
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
と
良

い
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
対
応
の
ポ

イ
ン
ト
は
次
の
通
り
で
す
。

◦
ま
ず
は
見
守
る

◦
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い

◦
複
数
で
話
し
掛
け
た
り
、
後
ろ
か
ら

声
を
掛
け
た
り
し
な
い

◦
相
手
の
目
線
に
合
わ
せ
て
穏
や
か
に
、

は
っ
き
り
し
た
口
調
で
話
す

◦
相
手
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
ゆ
っ
く

り
対
応
す
る

 

認
知
症
の
人
や
家
族
を

 

支
え
る
取
り
組
み

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
方
法
の

一
つ
に
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
の
受
講
が
あ
り
ま
す
。
次
回
の
開

催
は
次
の
通
り
で
す
。

日
時
＝
2
月
17
日
㈮ 

午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

会
場
＝
下
総
公
民
館

内
容
＝
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識

と
具
体
的
な
対
応
な
ど
を
学
ぶ

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

定
員
＝
30
人（
先
着
順
）

参
加
費
＝
無
料

申
し
込
み
方
法
＝
2
月
10
日
㈮
ま
で
に

高
齢
者
福
祉
課（
☎
20
‐
1
5
3
7
）

へ
　
ま
た
、
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人
で
構
成
さ
れ
た
団
体
の
元
に
出
向
く

出
張
講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
す

る
場
合
は
高
齢
者
福
祉
課
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

オ
ア
シ
ス
の
会

　
成
田
市
認
知
症
家
族
の
会
「
オ
ア
シ

ス
の
会
」
で
は
、
認
知
症
の
人
を
介
護

し
て
い
る
人
や
介
護
し
た
経
験
を
持
つ

人
、
認
知
症
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
人

な
ど
が
集
い
、
悩
み
を
分
か
ち
合
い
、

ス
ト
レ
ス
解
消
や
情
報
交
換
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
＝
毎
月
第
4
水
曜
日 

午
後
1
時

30
分
〜
3
時

会
場
＝
保
健
福
祉
館
団
体
活
動
室

問
い
合
わ
せ
先
＝
オ
ア
シ
ス
の
会
事
務

局
・
佐
藤
さ
ん（
☎
26
‐
2
5
2
8
）、

高
齢
者
福
祉
課（
☎
20
‐
1
5
3
7
）

認
知
症
カ
フ
ェ

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
地
域
住

民
、
専
門
職
な
ど
誰
も
が
気
軽
に
出
会

い
、
語
り
合
い
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る

カ
フ
ェ
が
市
内
に
3
カ
所
あ
り
ま
す
。

あ
い
愛
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

日
時
＝
毎
月
第
3
水
曜
日 

午
後
1
時

30
分
〜
4
時

会
場
＝
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

参
加
費
＝
1
0
0
円（
飲
み
物
・
菓
子

代
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
先
＝
N
P
O
あ
い
愛（
☎

35
‐
6
3
6
0
）

お
散
歩
カ
フ
ェ

日
時
＝
毎
月
第
2
土
曜
日 

午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分

会
場
＝
新
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

玲
光
苑

参
加
費
＝
1
0
0
円（
飲
み
物
・
菓
子

代
）

問
い
合
わ
せ
先
＝
新
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
玲
光
苑（
☎
23
‐
7
1
5 

8
）、
西
部
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
☎
23
‐
7
1
5
1
）

カ
フ
ェ
緑
の
牧
場

日
時
＝
毎
月
第
4
土
曜
日 

午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分

会
場
＝
成
田
シ
ャ
ロ
ー
ム
・
チ
ャ
ー
チ

（
北
須
賀
2
9
1
‐
1
）

参
加
費
＝
1
0
0
円（
飲
み
物
・
菓
子

代
）

問
い
合
わ
せ
先
＝
カ
フ
ェ
緑
の
牧
場
事

務
局（
☎
85
‐
7
7
7
8
）

も
の
忘
れ
相
談
と

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
市
で
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
次
の
相

談
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

も
の
忘
れ
相
談

日
時
＝
2
月
20
日
㈪ 

午
後
1
時
30
分

か
ら

会
場
＝
福
祉
部
相
談
室（
市
役
所
議
会

棟
1
階
）

対
象
＝
精
神
神
経
科
医
に
よ
る
個
別
相

談
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供

対
象
＝
物
忘
れ
が
気
に
な
る
人
や
そ
の

家
族
な
ど

定
員
＝
3
人（
先
着
順
）

相
談
料
＝
無
料

申
し
込
み
方
法
＝
高
齢
者
福
祉
課（
☎

20
‐
1
5
3
7
）へ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
市
内
5
カ
所
に
あ
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
、
高
齢
者
に
関
す
る
こ
と

全
般
や
介
護
保
険
制
度
、
認
知
症
に
つ

い
て
の
相
談
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
や
介
護
、
地
域
の
支
援

機
関
と
連
携
し
て
本
人
や
家
族
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
認
知
症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
住
ん
で
い
る
地
区
ご
と
に
、

相
談
で
き
る
窓
口
が
異
な
り
ま
す
。

◦
成
田
・
公
津
地
区（
は
な
の
き
台
を

除
く
）…
西
部
南
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
☎
23
‐
7
1
5
1
）

◦
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
、
は
な
の
き
台

…
西
部
北
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
29
‐
5
0
0
5
）

◦
八
生
・
豊
住
地
区
…
西
部
北
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
押
畑
支
所（
☎

20
‐
3
6
5
5
）

◦
中
郷
・
久
住
・
遠
山
地
区
…
中
央
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
35
‐
6 

0
8
1
）

◦
下
総
・
大
栄
地
区
…
東
部
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
80
‐
7
0
0
7
）

※
く
わ
し
く
は
高
齢
者
福
祉
課（
☎

20
‐
1
5
3
7
）へ
。

　市では、運動や食事の認知症予防効果を世界で
初めて明らかにし、テレビ番組「世界一受けたい
授業」「みんなの家庭の医学」などに出演した講師
による講演会を開催します。
日時＝2月12日㈰ 午後1時30分〜3時30分
会場＝市役所6階大会議室
テーマ＝「今日から始める認知

症予防」〜 MCI（軽度認知障
害）のうちに取り組む予防が
大切！
講師＝朝田隆さん（メモリーク

リニックお茶の水院長）
対象＝市内在住の人
参加費＝無料
※手話通訳があります。参加を希望する人は当日

直接会場へ。くわしくは高齢者福祉課（☎20-15 
37）へ。

認 知 症 予 防 講 演 会
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